
市長定例記者会見

○日時：5 月 17 日（木） 14：30～

○場所：特別会議室

１ 開会

２ 発表事項

（１） 道路損傷等の LINE 通報の受付開始について

資料 1

（ 道路維持課 ）

（２） 子育て世帯生活支援特別給付金給付事業について

資料 2
（子育て支援課・保育幼稚園課）

（３） 地元クリエイターが制作するポスターについて

資料 ３

（都市戦略課）

（４） 新型コロナウイルス感染症について

資料 4

（健康支援課・新型コロナウイルスワクチン対策課）

３ 質疑

４ 閉会

※報道解禁：記者会見開始以降



道路損傷等の LINE 通報の受付開始について

１ 概要

「道路の穴」、「側溝の破損」などの道路損傷箇所について、宮崎市公式 LINE

での通報受付を開始します。

２ 受付開始日

令和５年５月１７日（水）より受付開始

３ 通報方法

市公式 LINE の「通報メニュー」をタップし、「道路損傷通報」を選択後、案内

にしたがい、通報情報を入力していきます。

※LINE での情報提供は２４時間受け付けますが、受信確認は開庁時間に行います。

緊急性が高い場合は電話での通報をお願いします。

※「宮崎市公式 LINE」を友だちに追加していただければ、どなたでも通報ができま

すので、ご協力をお願いします。

※通報に対して、基本的に市から個別で返信は行いません。

資料１
（記者配付資料）

【問い合わせ先】

宮崎市 建設部 道路維持課 保全係

電話 21-1802

宮崎市公式 LINE のトークルーム

から、基本メニュータブの

通報メニューをタップ！



子育て世帯生活支援特別給付金を支給します

１ 事業の概要

食費等の物価高騰等に直面する低所得の子育て世帯に対し、その実情を踏まえた生活

の支援を行う観点から、子育て世帯生活支援特別給付金を支給します。

２ 支給額

児童１人当たり一律５万円

３ 給付の区分

（１）ひとり親世帯分

・支給対象者

①令和５年３月分の児童扶養手当受給者の方

令和５年４月分の新規児童扶養手当受給者の方

②公的年金等を受給していることにより、令和５年３月分の児童扶養手当の支給を受け

ていない方 ※児童扶養手当に係る支給制限限度額を下回る方に限る

③食費等の物価高騰により家計が急変し、令和５年１月以降の収入が児童扶養手当を受

給している方と同じ水準となっている方

・支給開始予定日 令和５年５月２５日より順次

（２）その他低所得世帯分（ひとり親世帯以外）

・支給対象者

①令和４年度子育て世帯生活支援特別給付金受給者の方

②①のほか、以下の対象児童の養育者であって、所得要件のいずれかに該当する方

〔対象児童〕・１８歳年度末までの子（障がい児については２０歳未満）

※平成１７年４月２日（平成１５年４月２日）～令和６年２月２９日生まれ

※ひとり親世帯分の対象児童を除く

〔所得要件〕・令和５年度分の住民税均等割が非課税の方

・予期せず令和５年１月以降の家計が急変し、令和５年度分の住民税均等

割が非課税である方と同様の事情にあると認められる方(家計急変者)

・支給開始予定日 令和５年５月２３日より順次

【問い合わせ】＜ひとり親世帯分＞

宮崎市子ども未来部子育て支援課母子父子支援係

電話 ２１－１７６５

＜その他低所得世帯分＞

宮崎市子ども未来部保育幼稚園課児童給付係

電話 ４２－７９６５

資料 ２
（記者配付資料）





『株式会社クリエイターズマッチ』と『地域デザインファクトリー』の取り組みについて

地域デザインファクトリーについて
Rethink（=視点を変えて考える）して、それを形にして世の中に発信できる人財「Rethink Creator」を日本中に創出していくRethink Creator PROJECTの一環として、地域デザインファクトリーを実施い
たします。地域デザインファクトリーは、自治体からヒアリングした地域課題を、地元クリエイターとともにクリエイティブの力で解決につなげる取り組みです。制作物は自治体にて実際に発信・活用いただ
くことで、地元の人間だからこそできる発想で、”地元クリエイターの雇用×地元の活性化”の実現を目指します。

クリエイターズマッチは多くのパートナーと協力し、クリエイティブで企業や社会の課題解決を行うクリエイターと共に、未来をかえるプラットフォームをつくる会社です。 
2007年の創業以来、広告分野で15万本を越えるクリエイティブを手がけ、インターネット広告制作においては国内トップクラスの実績を誇ります。 
私たちは、「クリエイターが輝ける社会を創造する」をミッションに教育・制作・開発の3つの分野のサービスを通して、「クリエイティブを学ぶ人が、目標に向け成長できること」「クリエイティブな視
点で仕事を創出すること」「クリエイティブに集中できる仕組みを発明すること」に根ざしたプラットフォームをつくります。

Rethink Creatorを創出し、 
クリエイティブの地産地消を目指す 
Rethink Creator PROJECTを主催。

全国400名のクリエイターネットワークを駆使し、16万
本を越えるクリエイティブを手がけ、インターネット広
告制作においては国内トップクラスの実績を誇る。

2011年のリリースから工数削減ツールAdFlow
（アドフロー）の開発・運用を自社で行い、 
クリエイターの働きやすい環境を整備。

主催・運営：株式会社クリエイターズマッチ　 
所在地： 〒151-0073 東京都渋谷区笹塚１丁目６４－８  
　　　　  Daiwa笹塚ビル 8F 
担当者：Creative Div.　Rethink Creator PROJECT  
             グループリーダー　大友 湧矢 
担当者Mail：y.otomo@c-m.co.jp　　　 
担当者Mobile：070-2458-5812

自治体

地元クリエイター 地元住民・協力企業

地域課題

観光PR

公共交通の利用促進

まちづくりの 
意識醸成

など

作品の活用による 
地域課題の解決

イベントでの露出

公共交通機関への 
掲示

住民への配布

など

Rethinkクリエイティブの制作

福岡市 福岡市：福岡市営地下鉄の駅への掲示

金沢市

福岡市：イベントでの発表 
　　　（The Creator 2022）

北國新聞　SDGs 企画

見学会 　　　　　交流会

SDGsを推進している県内行政の取り組み

沢の地形は、山地、台地、平野、河

川などから構成されています。

　起伏豊かな地形を土台に歴史や文化

が蓄積され、今日では生物多様性に富み

保存と開発の調和がとれた創造都市とし

て国内外へ独自性を放っています。

　こうした金沢の自然、歴史、文化の価値

をさらに高め、住む人の目線で心地よい

まちづくりをすすめます。

金

自然、歴史、文化に立脚したまちづくりをすすめる

古くて新しくて心地よいまち

続可能な社会を実現するには、環

境への負荷を軽減し、限りある資

源を循環させる仕組みや技術を導入する

ことが重要です。個人のライフスタイル、あ

らゆる企業活動、地域活動において、二酸

化炭素排出量の抑制、再生可能エネル

ギーの導入、フードロスの解消、ごみの資

源化などをすすめます。

持

環境への負荷を少なくし資源循環型社会をつくる

“もったいない”がないまち

KANAZAWA CITY

金沢市金沢市 金沢ミライシナリオ

たり前の生活を享受できない相対的

貧困が社会問題となっています。生ま

れ育った家庭の経済状況や障害などに左右

されることなく、すべての子供が安心して個性

豊かに育つことができる環境をつくります。

　また、教育格差の是正や、文化や芸術な

どを通じて子供の自己肯定感を高める活動

に、学校、地域、NPOなど多様なステークホ

ルダーとともに取り組みます。

持続可能な金沢をパートナーシップで実現するプロジェクト「IMAGINE KANAZAWA 2030」では、金沢のSDGsの推進に向けた具体的な行動について、

多くの方 と々の対話を重ね「金沢ミライシナリオ」を作成しました。「金沢ミライシナリオ」を道しるべとして多くの主体と連携し、SDGsを推進しています。

当

次代を担う子供たちの可能性を引き出す環境をつくる

子供がゆめを描けるまち

生100年時代において

は、仕事と仕事以外の

生活を調和させ、その両方を充

実させることが欠かせません。

多様な人材が、ライフステージ

や能力に合わせた柔軟な学び

直し、働き方の選択ができる社

会風土を醸成します。

金沢ミライシナリオをパートナーシップで達成するため

のプラットフォーム。２０２２年１０月末現在、２００を超え

る企業、団体、個人が参加しています。

人

誰もが生涯にわたって学び活躍できる社会風土をつくる

働きがいも、生きがいも得られるまち

IMAGINE KANAZAWA 2030パートナーズ

 I などの技術の進化がより加速する反面、持続可能な経営や中長

期的な企業価値が問われる時代になっています。

　こうした背景を踏まえ、金沢の強みである文化の成長産業化や起業

支援、学術機関やNPOなどとの連携、人材の多様性の推進など、創造

性・革新性の向上に向けた仕組みをつくります。

A 

文化や産業に革新的イノベーションが起きる仕組みをつくる

新しいもの、ことを生み出すまち

今年度、パートナーズ同士の協働プロジェクトとしてパートナーズのポスターを作成

パートナーズ
募集中！

金沢市：イベントでの掲示 
　　　　（KANAZAWA SDGs フェスタ）

金沢市：地元新聞紙（北國新聞）への掲載

▼2022年度取り組み実績　※一部抜粋▼地域デザインファクトリーの座組み

地元のことをよく知っているからこそできる発想で、 
地元への想いがあるクリエイティブ制作および情報発信となります。

①地元クリエイターによるクリエイティブ発信 ②視点を変えて考えたアイデア重視のアプローチ 
プロジェクトが大事にする「Rethink=視点を変えて考える」を
取り入れたアイデア重視のクリエイティブとなります。

③地域内のクリエイターの雇用創出 
地元クリエイターに実際のお仕事として制作を依頼、報酬のお支払いをいた
します。また、施策を通して地元クリエイターと直接的な接点が持てます。

株式会社クリエイターズマッチについて

資料3

mailto:y.otomo@c-m.co.jp









